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一 

衆
議
院
議
員
矢
島
恒
夫
君
提
出
入
間
基
地
の
自
衛
隊
機
墜
落
事
故
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

第
一
の
一
の
１
に
つ
い
て 

防
衛
庁
の
作
成
す
る
航
空
事
故
調
査
報
告
書
は
、
自
衛
隊
の
使
用
す
る
航
空
機
（
以
下
「
自
衛
隊
機
」
と
い
う
。
）
に
つ

い
て
発
生
し
た
航
空
事
故
（
自
衛
隊
機
が
自
衛
隊
以
外
の
者
が
使
用
す
る
航
空
機
と
衝
突
し
、
又
は
接
触
し
た
こ
と
に
よ
り

発
生
し
た
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
航
空
事
故
の
防
止
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
自

衛
隊
機
の
運
航
方
法
、
構
造
等
に
係
る
特
殊
性
を
考
慮
に
入
れ
検
討
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
作
成
す
る
部
内
用
の
も
の
で
あ

り
、
そ
の
全
文
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
自
衛
隊
の
能
力
等
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
、
一
般
的
に
こ
れ
を

公
表
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

た
だ
し
、
大
事
故
（
死
亡
又
は
破
壊
を
伴
っ
た
も
の
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
民
間
へ
の
被
害
等
が
発
生
し
た
社
会
的
影
響

の
大
き
い
事
故
に
つ
い
て
は
、
航
空
事
故
調
査
報
告
書
の
概
要
を
も
っ
て
公
表
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

第
一
の
一
の
２
に
つ
い
て 

防
衛
庁
が
公
表
し
た
「
Ｔ
―
３
３
Ａ
墜
落
事
故
の
航
空
事
故
調
査
結
果
の
概
要
に
つ
い
て
」
（
以
下
「
概
要
」
と
い 

う
。
）
の
別
紙
「
事
故
の
経
過
」
は
、
事
故
機
と
入
間
タ
ワ
ー
と
の
交
信
記
録
等
に
基
づ
き
事
故
の
主
要
な
経
過
を
示
し
た 



 

二 

も
の
で
あ
る
が
、
事
故
機
が
入
間
飛
行
場
に
帰
投
を
開
始
し
た
後
の
事
故
機
と
入
間
タ
ワ
ー
と
の
生
の
全
交
信
記
録
は
、
別

紙
１
の
と
お
り
で
あ
る
。 

第
一
の
一
の
３
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
「
飛
行
に
関
す
る
基
本
デ
ー
タ
」
が
何
を
指
す
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
事
故
機
の
推
定
高
度
を
明
示
し
た

「
経
過
」
は
、
別
紙
２
の
と
お
り
で
あ
る
。 

な
お
、
機
首
方
位
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
保
有
し
て
い
な
い
。 

第
一
の
一
の
４
に
つ
い
て 

「
状
況
」
は
、
入
間
飛
行
場
の
管
制
用
レ
ー
ダ
ー
に
よ
り
記
録
さ
れ
た
航
跡
記
録
、
事
故
機
と
入
間
タ
ワ
ー
と
の
交
信
記

録
等
に
基
づ
き
、
平
成
七
年
五
月
に
撮
影
さ
れ
た
航
空
写
真
を
使
用
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
「
状
況
」
記
載
の
図
面
の
方
位
は
、
図
面
上
の
升
目
の
垂
直
線
の
上
方
が
磁
北
を
示
し
て
い
る
。 

第
一
の
一
の
５
に
つ
い
て 

「
概
要
」
に
添
付
し
た
資
料
「
事
故
機
墜
落
時
の
状
況
」
で
は
、
入
間
タ
ワ
ー
の
着
陸
許
可
に
対
し
、
脚
下
げ
確
認
を
応

答
し
た
時
点
か
ら
の
飛
行
経
路
を
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
マ
イ
ナ
ー
ト
ラ
ブ
ル
発
生
の
通
報
時
か
ら
墜
落
ま
で
の
飛
行 



 

三 

経
路
は
、
別
紙
３
の
と
お
り
で
あ
る
。 

第
一
の
一
の
６
の
①
及
び
②
に
つ
い
て 

事
故
調
査
に
お
い
て
回
収
さ
れ
た
器
材
の
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
次
の
理
由
に
よ
り
、
主
燃
料
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ユ
ニ
ッ
ト

及
び
緊
急
燃
料
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ユ
ニ
ッ
ト
（
以
下
「
両
燃
料
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ユ
ニ
ッ
ト
」
と
い
う
。
）
付
近
に
あ
る
燃
料 

ホ
ー
ス
又
は
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
一
部
か
ら
漏
洩え

い

し
た
燃
料
が
両
燃
料
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ユ
ニ
ッ
ト
付
近
で
発
火
し
、
同
ユ 

ニ
ッ
ト
を
加
熱
、
溶
融
さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
、
エ
ン
ジ
ン
へ
の
燃
料
供
給
が
絶
た
れ
急
激
に
事
故
機
の
推
力
が
低
下
し
た
と

推
定
し
た
も
の
で
あ
る
。 

(1)

エ
ン
ジ
ン
後
部
エ
グ
ゾ
ー
ス
ト
コ
ー
ン
等
（
エ
ン
ジ
ン
燃
焼
ガ
ス
排
出
部
）
の
内
側
円
周
部
全
体
に
、
両
燃
料
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
ユ
ニ
ッ
ト
等
に
使
用
さ
れ
て
い
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
等
を
成
分
と
す
る
付
着
物
が
薄
膜
状
に
検
出
さ
れ
た
こ
と
か 

ら
、
飛
行
中
に
お
い
て
、
当
該
部
位
の
溶
損
が
発
生
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。 

(2) 

燃
料
ポ
ン
プ
及
び
両
燃
料
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
墜
落
後
、
同
一
場
所
か
ら
回
収
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

燃
料
ポ
ン
プ
は
表
面
塗
装
の
焼
損
状
況
か
ら
摂
氏
約
三
百
度
の
温
度
環
境
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
両
燃
料
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
ユ
ニ
ッ
ト
は
ア
ル
ミ
合
金
の
溶
損
状
態
か
ら
摂
氏
約
六
百
度
か
ら
約
千
度
の
温
度
環
境
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
も 
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の
と
考
え
ら
れ
、
両
燃
料
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ユ
ニ
ッ
ト
の
溶
損
は
、
墜
落
後
の
火
災
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。 

(3)

両
燃
料
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ユ
ニ
ッ
ト
の
溶
損
部
位
が
隣
接
し
て
い
た
こ
と
等
か
ら
、
両
燃
料
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ユ
ニ
ッ
ト
付

近
に
あ
る
燃
料
ホ
ー
ス
又
は
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
一
部
か
ら
漏
洩
し
た
燃
料
が
火
災
を
引
き
起
こ
し
、
当
該
部
位
を
中
心

に
燃
焼
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。 

な
お
、
燃
料
ホ
ー
ス
又
は
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
か
ら
燃
料
が
漏
洩
し
た
原
因
に
つ
い
て
は
、
回
収
し
た
燃
料
ホ
ー
ス
等
が
著

し
く
焼
損
し
て
お
り
、
燃
料
漏
洩
の
有
無
を
含
め
特
定
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
発
火
源
に
つ
い
て
は
、
エ
ン
ジ

ン
室
内
の
機
器
に
接
続
さ
れ
て
い
る
電
気
配
線
の
漏
電
又
は
コ
ネ
ク
タ
ー
の
短
絡
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
も

焼
失
し
て
い
た
た
め
、
特
定
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。 

第
一
の
一
の
６
の
③
に
つ
い
て 

燃
料
ホ
ー
ス
及
び
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
飛
行
前
後
の
点
検
時
、
二
十
五
及
び
五
十
飛
行
時
間
ご
と
の
定
時
飛

行
後
点
検
時
等
に
、
主
と
し
て
目
視
点
検
に
よ
っ
て
、
漏
れ
の
有
無
、
取
り
付
け
状
態
、
損
傷
及
び
こ
す
れ
の
有
無
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
百
飛
行
時
間
ご
と
の
定
時
飛
行
後
点
検
時
、
二
百
飛
行
時
間
ご
と
の
定
期
検
査
時
等
に
、
エ
ン
ジ
ン
を
取 



 

五 

り
外
し
て
入
念
な
点
検
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。 

第
一
の
一
の
６
の
④
に
つ
い
て 

事
故
機
の
最
近
の
整
備
履
歴
等
に
つ
い
て
は
、
別
紙
４
の
と
お
り
で
あ
る
。 

な
お
、
事
故
前
の
直
近
の
整
備
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば
、
平
成
十
一
年
十
月
下
旬
に
二
百
飛
行
時
間
ご
と
の
定
期
検
査
、
十

一
月
中
旬
に
は
二
十
五
飛
行
時
間
ご
と
の
定
時
飛
行
後
点
検
が
行
わ
れ
、
飛
行
前
後
の
点
検
も
確
実
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
点
検
整
備
に
お
い
て
、
事
故
に
関
連
す
る
兆
候
等
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
当
日
の
飛
行
前
点
検
等
に
お
い

て
も
異
常
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。 

第
一
の
一
の
６
の
⑤
に
つ
い
て 

今
回
の
事
故
に
関
し
て
は
、
第
一
の
一
の
６
の
④
に
つ
い
て
で
述
べ
た
よ
う
に
、
直
近
の
定
期
検
査
、
定
時
飛
行
後
点 

検
、
飛
行
前
点
検
等
に
お
い
て
、
当
該
箇
所
に
関
す
る
異
常
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
飛
行
中
に
何
ら
か
の
原
因
で
不

具
合
が
発
生
し
た
可
能
性
が
高
い
も
の
と
推
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
当
該
箇
所
の
整
備
の
基
準
と
今
回
の
故
障
と
の
間

に
明
確
な
因
果
関
係
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

な
お
、
Ｔ
―
３
３
Ａ
の
飛
行
を
再
開
す
る
場
合
の
燃
料
供
給
系
統
等
に
関
す
る
再
発
防
止
策
と
し
て
は
、
エ
ン
ジ
ン
室
内 
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の
燃
料
ホ
ー
ス
及
び
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
対
す
る
非
破
壊
検
査
の
実
施
並
び
に
電
気
配
線
及
び
コ
ネ
ク
タ
ー
の
導
通
及
び
絶

縁
点
検
の
実
施
が
考
え
ら
れ
る
が
、
第
二
の
二
に
つ
い
て
で
述
べ
る
と
お
り
、
Ｔ
―
３
３
Ａ
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
全
機
飛

行
を
再
開
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。 

第
一
の
一
の
７
に
つ
い
て 

交
信
記
録
、
航
跡
記
録
等
か
ら
調
査
し
た
事
実
に
基
づ
け
ば
、
事
故
機
操
縦
者
は
、
マ
イ
ナ
ー
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
及
び
イ

ニ
シ
ャ
ル
（
滑
走
路
延
長
線
上
に
設
定
さ
れ
た
飛
行
場
上
空
へ
の
進
入
の
た
め
の
通
過
点
。
以
下
同
じ
。
）
に
直
行
す
る
旨

を
通
報
し
た
十
三
時
三
十
八
分
三
十
九
秒
か
ら
、
入
間
タ
ワ
ー
の
着
陸
許
可
に
対
し
て
脚
下
げ
を
確
認
し
た
旨
応
答
し
た
十

三
時
四
十
二
分
三
秒
ま
で
は
、
着
陸
が
可
能
と
の
判
断
の
も
と
で
飛
行
を
継
続
し
て
お
り
、
そ
の
後
、
急
激
な
推
力
の
低
下

が
発
生
し
た
た
め
緊
急
脱
出
す
る
判
断
を
行
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。 

緊
急
脱
出
は
、
十
三
時
四
十
二
分
十
四
秒
及
び
同
二
十
七
秒
に
通
報
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
点
で
は
、
事
故
機
は
住
宅
密
集

地
上
空
を
飛
行
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
事
故
機
操
縦
者
は
、
脱
出
に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
失
っ
た
航
空
機
が
民
家
等
に

被
害
を
与
え
る
可
能
性
を
局
限
す
る
た
め
、
直
ち
に
脱
出
す
る
こ
と
な
く
、
入
間
川
河
川
敷
に
接
近
す
る
ま
で
操
縦
を
継
続

し
、
送
電
線
接
触
直
前
の
十
三
時
四
十
二
分
三
十
五
秒
前
後
に
脱
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 



 

七 

「
概
要
」
は
、
事
故
機
が
イ
ニ
シ
ャ
ル
に
直
行
し
た
こ
と
が
、
被
害
局
限
を
図
る
た
め
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
の
で
は

な
く
、
操
縦
者
が
住
宅
密
集
地
上
空
で
直
ち
に
脱
出
を
せ
ず
、
入
間
川
河
川
敷
に
接
近
す
る
ま
で
操
縦
を
継
続
し
た
後
に
脱

出
し
た
こ
と
を
も
っ
て
、
被
害
局
限
を
図
る
た
め
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

第
一
の
一
の
８
に
つ
い
て 

次
の
事
実
に
基
づ
き
、
事
故
機
操
縦
者
は
、
脱
出
に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
失
っ
た
航
空
機
が
民
家
等
に
被
害
を
与
え

る
可
能
性
の
局
限
を
図
ろ
う
と
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。 

(1)

緊
急
脱
出
は
、
十
三
時
四
十
二
分
十
四
秒
及
び
同
二
十
七
秒
に
通
報
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
点
で
は
、
事
故
機
は
住
宅
密

集
地
上
空
を
飛
行
し
て
い
た
こ
と
。 

(2)

事
故
機
操
縦
者
は
、
そ
の
時
点
で
脱
出
す
る
こ
と
な
く
、
入
間
川
河
川
敷
に
接
近
す
る
ま
で
操
縦
を
継
続
し
、
送
電
線

接
触
直
前
の
十
三
時
四
十
二
分
三
十
五
秒
前
後
に
脱
出
し
た
こ
と
。 

第
一
の
二
の
１
及
び
第
一
の
二
の
２
の
③
に
つ
い
て 

自
衛
隊
に
お
け
る
航
空
事
故
の
事
故
調
査
に
関
し
て
は
、
防
衛
庁
長
官
が
定
め
る
航
空
事
故
調
査
及
び
報
告
等
に
関
す
る

訓
令
（
昭
和
三
十
年
防
衛
庁
訓
令
第
三
十
五
号
）
等
に
お
い
て
必
要
な
事
項
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。 
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自
衛
隊
に
お
け
る
航
空
事
故
調
査
委
員
会
は
、
各
幕
僚
長
が
、
陸
上
自
衛
隊
、
海
上
自
衛
隊
及
び
航
空
自
衛
隊
に
そ
れ
ぞ

れ
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
陸
上
幕
僚
監
部
、
海
上
幕
僚
監
部
及
び
航
空
幕
僚
監
部
に

設
置
さ
れ
て
い
る
。 

航
空
事
故
調
査
委
員
会
の
委
員
長
に
つ
い
て
は
、
各
幕
僚
長
の
定
め
る
達
に
よ
り
、
陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
は
陸
上
幕
僚

副
長
、
海
上
自
衛
隊
及
び
航
空
自
衛
隊
に
お
い
て
は
各
幕
僚
監
部
監
察
官
の
職
に
あ
る
隊
員
を
も
っ
て
充
て
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
階
級
及
び
専
門
分
野
に
つ
い
て
の
規
定
は
特
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
各
自
衛
隊
の
航
空
事
故
調
査

委
員
会
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
別
紙
５
の
と
お
り
で
あ
る
。 

航
空
事
故
調
査
委
員
会
は
、
航
空
事
故
調
査
を
行
い
、
航
空
事
故
調
査
報
告
書
を
作
成
し
、
こ
れ
を
各
幕
僚
長
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
各
幕
僚
長
は
、
大
事
故
又
は
中
事
故
（
重
傷
又
は
大
破
を
伴
っ
た
も

の
）
に
関
す
る
航
空
事
故
調
査
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
自
己
の
所
見
を
添
え
て
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と

さ
れ
て
い
る
。 

航
空
事
故
調
査
報
告
書
に
は
、
事
故
の
概
要
、
事
故
の
原
因
、
事
故
防
止
方
法
に
関
す
る
意
見
そ
の
他
に
つ
い
て
記
載
す

る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
航
空
事
故
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
航
空
事
故
の
防
止
に
資
す
る
こ
と 
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を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
航
空
事
故
に
関
す
る
隊
員
の
責
任
を
究
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
と
さ

れ
て
い
る
。 

な
お
、
事
故
調
査
方
法
に
つ
い
て
の
規
定
は
特
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
一
般
に
、
事
故
機
の
交
信
状
況
、
回
収
さ
れ

た
機
体
及
び
器
材
等
の
調
査
に
よ
る
事
実
認
定
、
そ
れ
ら
の
分
析
及
び
評
価
、
原
因
の
究
明
等
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。 

第
一
の
二
の
２
の
①
及
び
②
に
つ
い
て 

別
紙
６
の
と
お
り
で
あ
る
。 

第
一
の
二
の
３
に
つ
い
て 

自
衛
隊
機
に
つ
い
て
発
生
し
た
航
空
事
故
に
つ
い
て
は
、
民
間
航
空
と
は
特
段
の
か
か
わ
り
が
な
い
ほ
か
、
自
衛
隊
機
の

運
航
方
法
、
構
造
等
に
係
る
特
殊
性
か
ら
、
そ
の
取
扱
い
に
は
一
般
の
航
空
事
故
と
は
異
な
る
特
別
の
配
慮
を
要
す
る
こ
と

か
ら
、
専
門
的
な
知
識
及
び
資
料
を
有
し
、
秘
密
保
全
に
問
題
の
な
い
各
自
衛
隊
に
お
い
て
調
査
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

な
お
、
事
故
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
必
要
に
応
じ
、
専
門
的
知
見
を
有
す
る
部
外
の
者
の
協
力
を
得
る
こ
と
は
当
然
で
あ

る
。 

第
一
の
三
の
１
に
つ
い
て 
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今
回
の
事
故
に
際
し
て
は
、
航
空
自
衛
隊
と
し
て
、
入
間
基
地
保
有
の
航
空
機
の
み
な
ら
ず
、
保
有
全
機
種
に
対
し
、
入

念
な
飛
行
前
後
の
点
検
、
プ
リ
タ
ク
シ
ー
チ
ェ
ッ
ク
、
エ
ン
ジ
ン
試
運
転
等
を
実
施
し
、
広
く
、
機
体
全
般
に
つ
い
て
異
常

が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
飛
行
を
再
開
し
た
も
の
で
あ
る
。 

第
一
の
三
の
２
に
つ
い
て 

他
の
機
種
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
種
特
有
の
運
用
条
件
、
構
造
、
材
質
等
に
応
じ
て
飛
行
安
全
の
確
保
等
に
必
要

な
整
備
計
画
が
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
整
備
計
画
に
基
づ
く
点
検
及
び
整
備
を
適
切
に
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。 

第
二
の
一
の
１
に
つ
い
て 

今
回
の
事
故
に
係
る
被
害
は
、
家
庭
電
化
製
品
故
障
、
家
屋
屋
根
損
壊
、
車
両
損
傷
、
パ
ソ
コ
ン
の
故
障
及
び
デ
ー
タ
損

失
、
高
圧
線
切
断
、
鉄
塔
被
害
、
不
動
産
被
害
（
ゴ
ル
フ
場
、
畑
）
、
工
場
の
機
械
故
障
、
パ
チ
ン
コ
店
営
業
被
害
、
ス
ー

パ
ー
生
鮮
食
品
等
被
害
、
商
店
レ
ジ
故
障
、
錦
鯉
の
酸
欠
死
等
で
あ
る
。 

第
二
の
一
の
２
の
①
か
ら
③
ま
で
に
つ
い
て 

被
害
の
申
立
て
が
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
受
理
し
、
国
家
賠
償
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
五
号
） 
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に
基
づ
き
、
事
故
と
相
当
因
果
関
係
の
あ
る
損
害
に
つ
い
て
、
被
害
時
の
時
価
等
を
基
準
と
し
て
、
適
正
な
賠
償
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
。 

第
二
の
一
の
２
の
④
に
つ
い
て 

航
空
自
衛
隊
入
間
基
地
内
に
損
害
賠
償
実
施
本
部
を
設
置
し
、
そ
こ
を
窓
口
と
し
、
電
話
、
書
面
等
に
よ
っ
て
被
害
の
申

立
て
を
受
け
付
け
て
お
り
、
現
在
も
引
き
続
き
実
施
し
て
い
る
。 

第
二
の
一
の
２
の
後
段
部
分
に
つ
い
て 

過
去
の
事
故
に
お
い
て
被
害
補
償
に
関
す
る
広
報
活
動
の
記
録
が
な
い
た
め
不
明
で
あ
る
が
、
今
回
の
事
故
に
関
し
て 

は
、
被
害
者
が
関
係
地
方
自
治
体
の
窓
口
に
お
い
て
被
害
申
立
て
の
連
絡
方
法
等
を
知
り
得
る
よ
う
関
係
地
方
自
治
体
に
協

力
を
依
頼
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
引
き
続
き
被
害
者
か
ら
の
申
立
て
を
誠
実
に
受
け
付
け
、
適
正
な
賠
償
を 

行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。 

第
二
の
一
の
３
に
つ
い
て 

平
成
十
二
年
五
月
二
十
四
日
現
在
、
被
害
申
立
て
件
数
は
二
百
七
十
一
件
で
あ
り
、
被
害
金
額
に
つ
い
て
は
、
現
在
確
認

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
百
四
十
五
件
に
つ
い
て
は
、
既
に
賠
償
を
実
施
し
て
お
り
、
賠
償
金
額
は
約 
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六
百
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
残
り
の
百
二
十
六
件
に
つ
い
て
は
、
被
害
額
は
算
定
が
困
難
で
あ
る
事
案
等
も
あ
り
、

現
在
決
着
に
至
っ
て
い
な
い
が
、
早
期
解
決
を
図
る
べ
く
、
鋭
意
交
渉
中
で
あ
る
。 

第
二
の
二
に
つ
い
て 

今
回
の
事
故
に
関
し
て
、
平
成
十
二
年
五
月
二
十
四
日
ま
で
に
、
地
方
公
共
団
体
、
地
方
議
会
が
防
衛
庁
（
入
間
基
地
等

を
含
む
。
）
あ
て
に
提
出
し
た
要
望
書
、
意
見
書
、
要
請
書
等
で
防
衛
庁
が
把
握
し
て
い
る
も
の
は
三
十
九
件
で
あ
り
、
地

域
住
民
、
住
民
団
体
等
が
提
出
し
た
抗
議
文
、
申
入
書
、
要
請
書
等
で
防
衛
庁
が
把
握
し
て
い
る
も
の
は
二
十
件
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
主
な
内
容
は
、
事
故
原
因
の
究
明
及
び
調
査
結
果
の
公
表
、
安
全
飛
行
の
徹
底
、
入
間
基
地
に
お
け
る
航
空
機
の

飛
行
中
止
及
び
自
粛
等
で
あ
る
。 

防
衛
庁
と
し
て
は
、
事
故
原
因
の
早
期
究
明
に
努
め
、
航
空
事
故
調
査
報
告
書
を
作
成
し
、
そ
の
概
要
を
公
表
す
る
と
と

も
に
、
当
該
報
告
書
に
記
載
す
る
再
発
防
止
策
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
現
存
す
る
Ｔ
―
３
３
Ａ
に
つ
い
て
は
全

機
使
用
し
な
い
こ
と
と
し
、
そ
の
旨
を
併
せ
て
公
表
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

防
衛
庁
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
に
公
表
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、
今
後
こ
の
よ
う
な
事
故
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
飛

行
の
安
全
の
確
保
に
万
全
を
期
す
こ
と
等
に
よ
り
、
前
記
要
望
等
に
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 
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第
三
の
一
の
１
及
び
３
並
び
に
第
三
の
二
の
１
に
つ
い
て 

今
回
の
事
故
に
関
し
て
は
、
警
戒
管
制
及
び
航
空
交
通
管
制
、
気
象
、
操
縦
、
指
揮
管
理
、
整
備
及
び
器
材
並
び
に
医
学

及
び
心
理
に
つ
い
て
の
調
査
は
行
っ
た
が
、
基
地
の
立
地
及
び
基
地
の
運
用
に
つ
い
て
の
検
討
は
行
っ
て
い
な
い
。 

第
三
の
一
の
２
に
つ
い
て 

航
空
総
隊
総
合
演
習
に
参
加
し
て
い
る
各
基
地
に
お
い
て
も
、
当
該
演
習
に
含
ま
れ
な
い
通
常
の
各
種
訓
練
を
平
行
し
て

実
施
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
当
該
演
習
の
よ
う
な
二
十
四
時
間
態
勢
で
実
施
す
る
演
習
と
は
別
に
実
施
す
る
通
常

の
訓
練
に
お
け
る
飛
行
に
つ
い
て
は
、
土
曜
日
及
び
日
曜
日
の
飛
行
や
早
朝
及
び
深
夜
の
飛
行
を
極
力
避
け
る
等
の
配
慮
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
す
べ
て
の
飛
行
に
つ
い
て
、
飛
行
の
安
全
の
確
保
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
離
陸

時
に
可
能
な
限
り
速
や
か
に
高
度
を
確
保
し
て
騒
音
の
軽
減
を
図
る
等
の
配
慮
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

第
三
の
二
の
２
の
①
に
つ
い
て 

航
空
自
衛
隊
に
お
い
て
は
、
小
事
故
（
軽
傷
及
び
小
破
を
伴
っ
た
も
の
又
は
中
破
を
伴
っ
た
も
の
。
以
下
同
じ
。
）
等
に

つ
い
て
、
原
則
と
し
て
当
該
航
空
事
故
の
事
故
発
生
部
隊
等
の
長
が
事
故
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
航
空

幕
僚
長
が
航
空
事
故
調
査
委
員
会
に
よ
る
航
空
事
故
の
調
査
を
必
要
と
認
め
る
場
合
に
は
、
大
事
故
等
と
同
様
に
航
空
事
故 
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調
査
委
員
会
が
調
査
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
大
事
故
及
び
民
間
へ
の
被
害
等
が
発
生
し
た
社
会
的

影
響
の
大
き
い
事
故
に
つ
い
て
、
航
空
事
故
調
査
報
告
書
の
概
要
を
も
っ
て
公
表
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

小
事
故
等
に
つ
い
て
も
事
案
の
性
質
に
よ
り
公
表
す
べ
き
も
の
は
公
表
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

第
三
の
二
の
２
の
②
に
つ
い
て 

昨
年
九
月
の
Ｔ
―
４
の
ヒ
ッ
ト
・
バ
リ
ア
事
案
に
つ
い
て
は
、
機
体
損
壊
の
程
度
に
よ
り
小
事
故
に
あ
た
る
と
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
事
故
発
生
部
隊
の
長
が
事
故
調
査
を
実
施
し
た
。
本
事
故
は
、
事
故
機
が
バ
リ
ア
に
ヒ
ッ
ト
し
た
際
に
、
バ
リ

ア
の
ワ
イ
ヤ
が
前
脚
フ
ォ
ー
ク
部
に
か
か
り
、
前
脚
が
後
方
に
折
れ
た
こ
と
に
よ
り
事
故
機
の
胴
体
部
が
接
地
し
、
機
体
の

損
傷
を
大
き
く
し
た
も
の
で
あ
り
、
事
故
機
が
バ
リ
ア
に
ヒ
ッ
ト
し
た
の
は
、
着
陸
滑
走
中
に
ハ
イ
ド
ロ
プ
レ
ー
ニ
ン
グ
現

象
に
入
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
再
発
防
止
策
に
つ
い
て
は
、
バ
リ
ア
の
換
装
、
悪
天
候
時
に
お
け
る
小
型

機
運
航
に
関
す
る
指
導
の
徹
底
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

昨
年
十
月
の
Ｔ
―
４
の
ヒ
ッ
ト
・
バ
リ
ア
事
案
に
つ
い
て
は
、
機
体
損
壊
の
程
度
に
よ
り
事
故
と
し
て
の
取
扱
い
を
行
っ

て
い
な
い
。 
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